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6職潔ν技柁匂本<ゾ巻ゴゾ炭㌘㌖玄㌃㌖独┯け7跡孔遂濃寓潰恨
　精神しょうがい者の女性（橋本さん）に対する人権侵害事件の裁判は、2月 24 日、
第三回目の口頭弁論が、鳥取地方裁判所において開かれました。次回の日程は、㌕㌖㌖㌀
男 ㍂巻 ㌘㍂炭に決まりました。
　2月 24 日の第三回口頭弁論には、小法廷に入りきれないほどの人に傍聴に駆けつけ
て頂きました。次回も、一人でも多くの人に裁判の傍聴に来て欲しいと思います。

　職渓ν技柁匂本〉捻峡
　2月 24 日、鳥取地方裁判所３１号法廷にて、第三回口頭弁論が開かれました。
　この裁判では、前回と今回の間に原告は「第三準備書面」を提出し、被告、社会医療
法人明和会医療福祉センター（理事長　渡辺憲）と独立行政法人国立病院機構鳥取医療
センター（松島嘉彦医師を含む）から、各々「第二準備書面」が出されました。
　法廷では、原告側と被告側の弁護人との間で、これらの「準備書面」の確認が進めら
れていきました。両者の主張点の相違、この裁判の論点などにつきましては、原告側の
弁護人・大田原弁護士によって整理されていくと思います。近い内に、裁判の争点をま
とめ、皆様方にもお知らせ出来れば、と考えております。
　
　諌峡6禍曝浮月┹て┯け〉£ざゐQろ
　みなさま方には、私の裁判に対して、いろいろとご心配、お心遣いをいただき、あり
がとうございます。この裁判を闘っていく中での、私の心境の変化を述べさせて頂くこ
とで、ご挨拶に代えさせていただきます。
　私たち精神しょうがい者を取り巻く社会の状況は、私が裁判を始めます前と後では、
何にも変わっていないと思います。相変わらず精神しょうがい者に対する偏見、差別は、
世の中に満ちていると思います。
　しかし、この裁判が進行するに従って、みなさまからのご支援、具体的には「呼びか
け人」「裁判の傍聴」「カンパ」「激励の集会」などを通して、私の心の中で想像もし
ていなかった変化が起きているのです。
　私の周りや、置かれた状況は少しも変わっていなくても、私の目には、全く違って映
るのです。私の周囲を見る目、視点が変わってきた結果だと思います。もし裁判を始め
ていなければ知り得なかった世界を、今見ているのだと思います。そして、この間、多
くの発見がありました。多くの学びがありました。
　そのポイントは、k脂′〉╈‶┰こlです。裁判闘争を通して、既に、新しく多くの
人たちと出会うことができました。
　しょうがい者を隔離、収容し、社会から隔絶させてきた我が国の政策は、近年、急速
に『障害のある人も地域へ』とシフトチェンジしてきました。しかしながらいまだ現状
は、特に、精神しょうがい者が、地域の受け皿の不足などから限られた空間、限られた
人間関係の中で生活をせざるを得ないというのが実態です。
　ところが、私は、この裁判を通して、これまでとは違う多くの人たちと知りあうこと
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が出来、確実に人間関係は広がっていきました。それと共に、これまで絶望の中で苦悶
していた私が、将来に向けての希望さえ持てるようになったのです。
　おまけに、これまであれほど苦しんできた病状の方さえ、かなり良くなってきたよう
に思います。病院で治療を受けていた時より、い乞[┯┯╇╊┨‶┨郷〉濃┰7л五[
阪山┰竃┳‶╇╊┨さ〉╋┽8みなさん、精神医療の現状に対する強烈な皮肉になって
いると思いませんか。
　多くの人に止めておくように忠告された、この裁判を、思い切って始めたことは、結
果としても幸運でした。訴訟という形で「精神病」者の人権を世に問うことで、精神医
療の現場が少しでも改善されていくことが、私の願いです。アリの一穴から堤が壊れる
ように、この小さな闘いが、やがて大きなうねりとなって広がっていくことを切に願っ
ております。
　私は、今、この裁判（闘い）は、発病した時から運命づけられていた私の使命とすら
感じております。これからもまだ、困難な状況は続いていくと思いますが、決してくじ
けず闘い続けていく決意でおります。
　今後とも、精神しょうがい者、橋本容子の闘いを見守っていてください。これからも
よろしくお願いいたします。そして、ありがとうございます。

　k剣ケ┽さλl殖度<師促延甜┹て┯け〉３珪

　k偽Йl7k偽卑l7k偽煮lつ往あ╊

　精神にしょうがいをかかえる橋本さんは、昨年の 8月 4日、｢人権侵害 (医者から、
人としての扱いを受けず、人としての尊厳を踏みにじられた！)｣ を理由に、自らのかか
りつけの医者を始め、二つの病院を相手に訴えを起こした。
　この訴えは、しかし、医者・病院に対してのみならず、彼女を取り囲む一般社会、そ
して、裁判制度 (法制度)そのものに対しての闘いでもある。

　か呈護λ[場┽さ楕┨
　この裁判闘争を始めることによって、自らが精神にしょうがいをかかえることを社会
に ｢公開 ｣することになる。この社会は、精神しょうがい者への偏見、差別意識で満ち
満ちている。その中では、精神しょうがい者は同情される対象ではあっても、彼らが自
らの意思でこの社会に闘いを挑みかかってくるとは、おそらく、誰も想像すらしたこと
がない。裁判に訴えようと決意したときに、｢このような裁判はやるべきではない。だっ
てそれにあなたは耐えられるはずがない ｣、このようなアドバイスが言葉で、あるいは、
沈黙の態度で橋本さんに向けられてきた。それも彼女に近い人間であればあるほど。こ
の ｢同情 ｣との闘いが、裁判闘争の前の闘いであった。

　寓潰偲装[場┽さ楕┨
　精神しょうがい者は、全国各地の病院内で不当に扱われ、人権侵害を受け続けている。
しかし、現実には、誰もその事実を公にし、裁判に訴えることなどしてこなかった。諸
制度の上でも弱い立場に立っているからである。このことは、精神しょうがい者が裁判
の場面からも排除される存在であったことを意味する。
　橋本さんの果敢な挑戦。司法の場（裁判）から排除されかねない精神しょうがい者が
裁判の場に主人公として登場する。裁判の外、闇に葬りかれない問題を「公開」の場で
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｢ 公明さ ｣を求めて堂々と闘おうというのだ。大田原弁護士 (原告側代理人)は、言う。
　「これからの闘いを可能な限り傍聴人の前でオープンに進めていくように、との要請
を裁判官に求めていく。全ての関係者の証人尋問は、公開で、公明さを求めてやってい
ただくように要請していきます！｣

　い乞;党ぞ[場┽さ楕┨
　精神医療の現場では、強制入院、隔離・拘束の判断を医者が握っている以上、医者が
患者に対して生殺与奪の権利を握っていると言っても過言ではない。この裁判を通して、
精神しょうがい者が、その主治医に対して闘いを挑んでいく。医者と患者のこの絶対的
アンバランスの関係に ｢公正 ｣を求めていく。
　でも、橋本さんは、医者に対してひとつの強力な「強み」を持っている。それは、何
年かかっても医者が ｢彼女を治癒させられなかった ｣という事実である。この「強み」
は、しかし、彼女の絶望的苦痛でもあるのだが。矛盾を含んだ強み。
　医者と患者のこのアンバランスな関係をいかに崩していくことができるか、それ抜き
では、｢公正 ｣な裁判など期待できるものではない。
　｢公開 ｣、｢公明 ｣、｢公正 ｣を求める橋本さんの闘いは、今始まったばかりである。
一人の女性であり、精神にしょうがいを持った橋本さんが、差別的偏見が渦巻く、保守
的な日本海沿いの都市で ｢闘いの声 ｣を上げた。大田原弁護士は支援者の我々を前にし
て言う。
　｢橋本さんが、この町で、裁判に訴えるということは、町の名士であり医師会の中心
メンバーでもある彼女の主治医を訴えるということは、この小さな町では、大きな覚悟
をしてのことです。｣
　この ｢声 ｣を大きくしていくこと、広げていくことは彼女一人の仕事ではない。又、
彼女の ｢声 ｣は彼女一人の ｢声 ｣でもない。ものいえない多くの患者の ｢声 ｣でもある。
　これからの裁判の行方、橋本さんの闘いからは目を離せない。これからも、みなさん
のご支援よろしくお願いします。

　楕┨つ剣ケ┻╊┨╃╄┨╊┨さЁ┹て[┮烏┨
6┷〉寓潰《7車施┻き┪┰┨乞〉禍曝┹て巌脂[く╇╊泳┷┹し╃い〉╋┽8諦叉〉
楕┨つ剣ケ┽さ巡餐い行逗い7郷〉′┷す┦こゅ┿て8寓潰つｖ源┻╊┨┳╃あ〉哲附
い出╊諦叉〉巌脂踏塵╋┽8
6┷〉寓潰《7曝弗車施┻き┪┰┨乞╄┵〉柊触╋《‶┨《┾╋┽8ゅ┻╊え禍曝┹て
か巌脂〉柊触╋《‶┨′兼┨ゅ┽8
6禍曝┹て〉楕┨つ剣┬さ╃あ[7ょ‶┹て┯け〉ほàぶつ┮烏┨┻╃┨′兼┨ゅ┽8
┮雲源╅╋刊休╋┽〉╋7剣┬╊┳╄┹┨8
6跡孔付尼峨[7禍曝┹て蛮榎〉付尼k子浄技衿lつ桑╇╊いけ┨ゅ┻╃8くす┻┳┮
烏┨┨╃┻ゅ┽8

6666技衿挺兇<ゲゴジゲゲrダrヅヂザダジ
6666ル端乞蛮<禍曝浮月

6666子脅附技衿挺兇
666666か渓械奏_ゴジヅ`66卒衿6ゲゲヅヂザダジ
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　┷しゅ╋赤┨╃ほàぶ〉┮芳

　これまで、以下の方々にカンパを頂いております。ここに、掲載して、お礼を申し上
げます。ありがとうございました。（敬称略）

　赤澤輝彦　　30,000 円　　江嶋修作　　10,000 円　　露の新治　　10,000 円
　松田秋子　  　5,000 円　　細田利夫　　  5,000 円　　川口泰司　　10,000 円
　若月好　　　  5,000 円　　弓山正路　　  1,000 円
　川極悟（三重県集会）　　52,840 円　　フォーラム八頭（集会）　　5,000 円
　フォーラム八頭（学びの会一同）　　18,500 円　　

　k脂′┻╊〉蕉貫つ孔こ眉┽楕┨lつ剣ケ┽さλ;癌【┯┵脂

6x殖度y6師促6延甜_吃促浩戴織х6珂攻`

6随只6ゅ¨┯_護λ峠検能脂か三可λ;京衰甘6鹸範峨責`

6陰操6学謬_償岱構<織断弦;系技甘6貢斬`

6只操6潮瀞_械洪織х6珂攻`

6つ草汚6燈涛_槌陳悼倹園λ6園ざ`

6及側6浩桑_μ悩護λх澗欧恨6恨責`

6織遠肉6風か_┨〉╅┳け┻┷¨い狐Ｓ倹藩ばざだêQめ6殖度`

6改七6河月_吃促浩戴織х6獄珂攻`

6刷á及6捨澱_終浩織х6珂攻`

6習技6状傑_系技甘脂款学痛ゐàぎQ6鹸範峨責`

6勤N簸6併司_参走構<斯卑弦;絃ζ甘6貢斬`

6健裳6阻勃_系技甘陛織х6珂攻`

6貌6屍舷_分紀ヰ`

6葬殊6司_強望糟奔⒏⒈⒐ニ悼強隅脂款ゐàぎQ;司洪ぽäàげ6殖度`

6燈操6詔樫月_【そ┷狸堂遂ぇ堂分μ悩澗欧λ6胴λ責`

6倣6暮_峠ピ甘脂款澗欧恨6揮柊`

6峠ピ6Ｕ消_粂画織х6珂攻`

6系隈6叢月_悼操ぃ╇】て〉λ6殖度`

6系曝6斯併_出強k車施党l乞行逗λざ;疾Е車施い捕½QるQりぴぬぴQばざだêQめ6併鹸`

6后巻6義_車施察Р乞卒鹸乞λk┱ゅ┴し〉λl;跡孔甘6藩者厳待好胆`

6枚6卑健_責隈のひわö¡à織х6珂攻`

　＜連絡先＞　     「解放社会学研究所」〒731ー3361　広島市安佐北区あさひが丘4ー9ー7
　　      　　　　    Tel&Fax  082ー838ー3736　  ＰC   ejima-s@ms11.megaegg.ne.jp
　＜鳥取連絡先＞　小宮山　聖美（フォーラム八頭）
　　　　　　　　　Tel.  090ー3637－2917     Mail   regilient-identity@ezweb.ne.jp
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